
株主の皆様には、平素は当社事
業につきまして格別のご理解とご
支援を賜り厚くお礼申し上げます。
新たに株主となられた皆様に
は、心よりお礼申し上げますとと
もに、末永くご支援の程お願い
申し上げます。
さて、このほど第80期の決算
がまとまりましたので、ここに
2021年４月１日から2022年３月
31日までの事業の概況につきま
してご報告申し上げます。

《連結業績のご報告》
当連結会計年度の世界経済は、新型コロナウイルス感染症
の影響による厳しい状況がワクチン接種の進捗や経済対策の
効果などにより、先進国を中心に全体としては持ち直しの動き
が続いたものの、当社グループの事業環境は、世界的なサプ
ライチェーンの混乱や原材料の需給バランス悪化による調達面
での制約、価格高騰の継続など、先行き不透明な状態で推移
しました。このような状況において、当社グループはグループ
会社間の連携強化や仕入先企業のご協力のもと、製品の供給
継続を最優先とした事業運営を行ってまいりました。
この結果、当社グループの業績は、売上高は444億56百万
円（前年同期比5.3％増）となりました。新型コロナウイルス
感染症対策による経済活動の制約が徐々に緩和され、ＵＶイ
ンキを中心とした印刷インキや硬化剤の販売が国内外向け共
に堅調に推移しました。一方、液晶ディスプレイ関連市場向け

の特殊ＵＶインキの販売は、パネルメーカー各社の生産調整
の影響により前連結会計年度を下回りました。
営業利益は、２億28百万円（前年同期比14.8％増）となり

ました。当連結会計年度を通じて原材料及び物流コスト増加
の影響を受けましたが、継続的に販売価格の改定に取り組ん
だことに加え、高付加価値製品の販売が堅調に推移しました。
また、外部倉庫利用の縮減やＤＸの推進と併せた受注部署の
集約を行い、コスト増加の影響緩和に努めましたが、インドネ
シア連結子会社の売掛債権に係る貸倒引当金繰入額を計上し
たことにより利益を押し下げました。
経常利益は、19億92百万円（前年同期比83.1％増）となり

ました。持分法による投資利益や為替差益の増加によるもの
です。
親会社株主に帰属する当期純利益は、26億51百万円（前年

同期比100.4％増）でした。香港及び韓国の連結子会社の固
定資産売却益を特別利益に計上したため、増益となりました。

《期末配当金》
　当社は、株主の皆様への利益還元を経営上の最重要課題の
ひとつと考え、配当につきましては連結配当性向30％以上を
目安に長期的・安定的な配当を維持し、業績に応じた利益還
元とすることを基本方針としております。
　第80期の期末配当につきましては、1株当たり30円とさせ
ていただきました。当期の配当としては、2021年12月に実施
した中間配当金10円を含め、1株当たり40円となります。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援とご
鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

2022年６月

■ 決算ハイライト

2億28百万円
前年同期比 14.8％増

19億92百万円
前年同期比 83.1％増

26億51百万円
前年同期比100.4％増

444億56百万円
前年同期比 5.3％増

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益
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　浙江迪克東華精細化工有限公司は、中国における新型コロナウイルス感染症対策に伴い、工事の進捗及び政府当局
による工場操業の許認可が遅れたため、2022年３月の本稼働が遅延しておりましたが、2022年４月に工場操業許認
可申請が完了し、６月には本稼働できる見込みとなりましたのでお知らせいたします。

●浙江迪克東華精細化工有限公司
　中国市場へのFPDカラーフィルター用着色剤等
　ファインケミカル製品の製造販売を行っています。

　▼2021年６月 試生産開始
　▼2021年７月 一部製品の製造販売開始
　▼2022年４月 工場操業許認可申請完了
　▼2022年６月 本稼働を予定

Topics 1

Topics 3 カーボンニュートラル都市ガス・CO₂ フリー電力導入のお知らせ

浙江迪克東華精細化工有限公司　本稼働のお知らせ

　CO₂排出量抑制の一環として、2021年８月より、日本の印刷用インキ製造業としては初めてカーボンニュートラ
ル都市ガスを導入いたしました。また、電力についても、2022年３月より	RE100	や再エネ100宣言	RE	Action	に
対応した	CO₂排出ゼロとみなされる電力を導入し、順次切り替えを進めております。
　今後も環境対応型製品の開発販売と併せ、製造過程等においてもカーボンニュートラル社会の実現、持続可能な社
会づくりに貢献してまいります。
	 （2022年４月１日に当社ウェブサイトへ掲載）

Topics T&K TOKA トピックス

Topics 2 中期経営計画「With You toward 2024」を発表いたしました
　第二期中期経営計画「With	You	toward	2024」を2022年5月10日に発表いたしました。
　当社グループの2030年ビジョンは、「個人と組織が共に成長し、社会から信頼されるグローバル企業となる」こと
です。
　ステークホルダーとの共創を通じて、2030
年度に向けた数値目標の達成を目指します。
また、社会及び対面産業の構造変化を的確に
捉え、製品ポートフォリオの改革を進めなが
らサステナブルな社会の実現に資する製品開
発と課題解決型ビジネスモデルへの転換を推
進し、社会と自社の持続的成長を実現しま
す。
　2030年ビジョン実現に向け、第二期中期
経営計画は、環境・社会とお客様・自社のサ
ステナビリティに向けた「収益力の回復と質
的な成長への基盤整備」と位置付けておりま
す。詳細につきましては、当社ウェブサイト
に掲載しておりますので、是非ご覧ください。

当社ウェブサイトURL　https://www.tk-toka.co.jp/
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第79期
2020年4月1日 ▶ 2021年3月31日

第80期
2021年4月1日 ▶ 2022年3月31日

■ 連結財務諸表

▲

 連結損益計算書の概要（単位：百万円）

8,393

228

1,992
2,651

44,456 売上原価
36,063 営業外収益

1,822
営業外費用
 58

販売費及び
一般管理費
8,164

営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

特別利益 1,302
特別損失 229
法人税等 465
非支配株主に帰属
する当期純損失 51

売上高 売上総利益

7,818

198
1,088 1,323

42,205 売上原価
34,386 営業外収益

1,245
営業外費用
 355

販売費及び
一般管理費
7,619

営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

特別利益 973
特別損失 432
法人税等 293
非支配株主に帰属
する当期純利益 13

売上高 売上総利益

▲

 連結キャッシュ・フロー計算書（単位：百万円）

6,315

期首残高

2,295

営業活動CF

△1,725

財務活動CF

331

換算差額

6,245

投資活動CF

△971

6,534

3,227
△2,643

△30 6,315

△772

期末残高 期首残高 営業活動CF 財務活動CF 換算差額投資活動CF 期末残高

第79期
2020年4月1日 ▶ 2021年3月31日

第80期
2021年4月1日 ▶ 2022年3月31日

▲

 連結貸借対照表の概要（単位：百万円）
▲

 1株当たりの配当金・連結配当性向（単位：円）

固定資産
38,965

流動資産
31,341

純資産
48,296

流動負債
18,433

固定負債
3,577

資産合計
70,306

負債純資産合計
70,306

固定資産
36,273

流動資産
31,161

純資産
44,743

流動負債
17,585

固定負債
5,106

資産合計
67,435

負債純資産合計
67,435

15.0

第79期第78期

■■ 1株当たりの配当金
●　 連結配当性向

34.0

第80期
25.7％

504.4％

34.0％

40.0

第79期
2021年3月31日現在

第80期
2022年3月31日現在

※			CF＝キャッシュ・フロー

当連結会計年度末の資産につきましては、前連結会計年度末に比べて28億71百万円増加し、703億６百万円とな
りました。これは前連結会計年度末に比べて現金及び預金が２億49百万円、商品及び製品が98百万円減少したもの
の、受取手形及び売掛金が１億50百万円、電子記録債権が２億50百万円、原材料及び貯蔵品が４億18百万円、有形
固定資産が11億65百万円、投資有価証券が13億25百万円、退職給付に係る資産が１億35百万円増加したことが主
な要因であります。
負債につきましては、前連結会計年度末に比べて６億81百万円減少し、220億10百万円となりました。これは前連
結会計年度末に比べて、支払手形及び買掛金が７億75百万円増加したものの、電子記録債務が３億28百万円、長期
借入金が８億12百万円、繰延税金負債が４億89百万円減少したことが主な要因であります。
純資産につきましては、前連結会計年度末に比べて35億52百万円増加し、482億96百万円となりました。これは
前連結会計年度末に比べて、その他有価証券評価差額金が２億27百万円、退職給付に係る調整累計額が49百万円、
配当金の支払い４億50百万円により減少したものの、親会社株主に帰属する当期純利益が26億51百万円、為替換算
調整勘定が16億37百万円増加したことが主な要因であります。

▲

第80期 財政状態の説明
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会社の概要

商　号 株式会社Ｔ&Ｋ ＴＯＫＡ
T&K TOKA CO., LTD.（英文名）

創　業 1947年（昭和22年）   3月25日

設　立 1949年（昭和24年）12月23日

本社所在地 埼玉県入間郡三芳町大字竹間沢283番地1

代表者 代表取締役社長　増田 至克

資本金 20億98百万円

事業内容 各種印刷用インキ、機能性材料（機能性樹脂、精
密分散品）の製造販売、印刷機及び印刷関連機
材の販売

従業員数 669名（43名）
注； パート及び嘱託社員は()内に平均人員を外数

で記載

役員一覧（2022年６月24日現在）

代 表 取 締 役 社 長 増 田 至 克

常 務 取 締 役 中 間 和 彦

取 締 役 栗 本 隆 一

取 締 役 髙 見 沢 　 昭 　 裕

取 締 役 関 根 秀 明

社 外 取 締 役 葉 山 彩 蘭

社 外 取 締 役 岩 本 信 徹

社外取締役（監査等委員） 大 髙 健 司

社外取締役（監査等委員） 野 口 郷 司

社外取締役（監査等委員） 英 　 公 一

社外取締役（監査等委員） 木 村 英 明

株式の状況

発行可能株式総数 60,000,000株
発行済株式総数 22,603,040株
株　　主　　数 6,244名

株主メモ

事 業 年 度 ４月１日から３月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年決算期日の翌日から３ヵ月以内
剰余金配当基準日 ３月31日及び中間配当を行うときは９月30日
単 元 株 式 数 100株
株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内一丁目３番３号

みずほ信託銀行株式会社

公 告 方 法 当社の公告方法は、電子公告としております。
ただし、事故その他やむを得ない事由により
電子公告をすることができないときは、日本
経済新聞に掲載しております。
当社の公告掲載URLは次のとおりであります。
https://www.tk-toka.co.jp/ir/kokoku/

証券会社等に口座を
お持ちの場合

証券会社等に口座をお持ちでない
場合（特別口座の場合）

郵便物送付先

お取引の
証券会社等に
なります。

〒168-8507
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部

電 話
お問い合わせ先

フリーダイヤル　0120-288-324
（土・日・祝日を除く　9：00〜17：00）

各種手続お取扱店
住所変更、株主配当金
受取り方法の変更等

みずほ信託銀行株式会社　
本店及び全国各支店（※）
（※）トラストラウンジではお取扱で	
	 きませんのでご了承ください。

未払配当金の
お 支 払

みずほ信託銀行株式会社（※）及び株式会社みずほ銀行の本店及び全国各支店
（※）トラストラウンジではお取扱できませんのでご了承ください。	

ご 注 意

支払明細発行については、
右の「特別口座の場合」の
郵便物送付先・電話お問
い合わせ先・各種手続お
取扱店をご利用ください。

特別口座では、単元未満株式の買
取・買増以外の株式売買はできま
せん。証券会社等に口座を開設し、
株式の振替手続を行っていただく
必要があります。

（� ）

ウェブサイトのご案内
当社ウェブサイトは、IR情報や技術情報、会社情報等充実し

た内容となっております。
どうぞご覧ください。

■  会社情報・株式情報（2022年3月31日現在）

〒354-8577  埼玉県入間郡三芳町大字竹間沢283番地１
Tel 049-258-1611 Fax 049-259-1771

事業拠点

海外拠点（子会社） 株式会社チマニートオカ：インドネシア共和国
韓国特殊インキ工業株式会社：大韓民国
トオカ（タイランド）株式会社：タイ王国
浙江迪克東華精細化工有限公司：中華人民共和国
T&K	TOKA	U.S.A.,	INC.：アメリカ合衆国
Van	Son	Holland	Ink	Corporation	of	America：アメリカ合衆国
Midwest	Ink	Co.：アメリカ合衆国

東北東華色素株式会社

名古屋支店

大阪支店

福岡支店 本社・埼玉事業所
関東北支店
関東南支店

滋賀事業所

T&K 検 索

https://www.tk-toka.co.jp/
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